
◇ よりよい自分をつくっていくために（資料編） 

「こんな授業にしたい」の活用にあたって 
 

平成 25 年３月発行の「よりよい自分をつくっていくためにⅢ」では、「学びの実感」を

積み重ねることを通して、主体的な学びの姿勢を育むとともに、どの子どもにも「確かな

学力」を育むことを全体イメージとして示しました。そして、柱となる「子どもの学びを

支える教師の役割」「教師の授業づくりを支える学校体制」について示すとともに、子ど

もの学びを支える教師の役割によって、学びを実感している子どもの姿を、事例を通して

紹介しました。 

 

続く「よりよい自分をつくっていくためにⅣ」（平成 27 年３月発行）では、「教師の授

業づくりを支える学校体制」について示すとともに、全ての教師の土台となる「大切にし

たい授業づくりの基本要素」を示しました。「教師の授業づくりを支える学校体制」では、

各校の同僚性や協働性の高まりを期待し、校内研修等の事例を掲載しています。また、「大

切にしたい授業づくりの基本要素」では、事例やコラムを交えて、観（子ども観、教育観

等）や学習指導の基本技術（板書、発問等）について示しています。 

 

 今回、「よりよい自分をつくっていくためにⅢ・Ⅳ」の資料として「こんな授業にした

い」を作成しました。本資料は、各種研修会や学校訪問等から見えてきた各教科等におけ

る授業づくりのよさや課題を踏まえ、先生方に意識してほしいポイントをまとめたもので

す。また、経験の少ない若手教師が増えている本県の現状を鑑み、できるだけ各教科等の

言葉で、分かりやすく、かつ具体的に表記しました。 

 

先生方におかれましては、互いに授業について語り合ったり、単元を構想したりする際

に、「よりよい自分をつくっていくためにⅢ・Ⅳ」の冊子とともに、本資料を活用してい

ただければ幸いです。本資料を活用することで、これまで以上に各学校で「子どもについ

て」「授業について」、教師が語り合う姿が生まれることを期待しています。 

 

 

 



 

 

 

目指したい授業をキーワードで示しました。 
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左のポイントを意識したときの授業展開の例として示しました。 


